
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
再
考
（
２
０
２
５
・
８
・
４
） 

  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
人
口
一
〇
〇
〇
万
人
程
度
の
小
国
で
あ
る
が
、
科
学
技
術
の
分
野
で
は
歴
史
が
あ
り
、
す
で
に
一
七
三

九
年
に
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
創
設
さ
れ
、
現
在
の
温
度
の
単
位
の
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
る
摂
氏
（
℃
）
は
一
七
四
二

年
に
天
文
学
者
Ａ
・
セ
ル
シ
ウ
ス
が
提
案
し
た
単
位
で
あ
る
し
、
安
全
マ
ッ
チ
（
一
八
二
五
）
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
（
一
八
六
六
）

な
ど
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
技
術
者
の
発
明
で
あ
る
。 

 

こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
環
境
問
題
に
も
熱
心
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
国
連
が
設
定
し
た
各
国
の
環
境
状
況
を
評
価
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
は
世
界
２
位
（
日
本
は
１
９
位
）
で
あ
る
し
、
最
近
で
は
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
電

力
は
全
量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
に
転
換
し
、
二
〇
四
五
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目

標
を
設
定
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
環
境
大
国
に
し
て
い
る
有
力
な
背
景
は
一
九
八
〇
年
代
に
登
場
し
た
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト

思
想
で
あ
る
。
魚
釣
り
で
釣
針
を
遠
方
に
到
達
（
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
）
さ
せ
る
た
め
に
は
最
初
に
釣
竿
の
先
端
を
後
方
に
投

擲
（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
）
す
る
が
、
環
境
問
題
も
未
来
の
あ
る
べ
き
状
況
を
設
定
し
、
逆
算
し
て
現
在
の
行
動
を
決
定
す
る

と
い
う
思
想
で
あ
る
。 

 

こ
の
概
念
を
環
境
問
題
へ
応
用
し
た
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
が
ん
治
療
が
専
門
の
医
師
Ｋ
・
Ｈ
・
ロ
ベ
ー
ル
で
、
一
九
八

九
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
環
境
教
育
機
関
「
財
団
法
人
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
テ
ッ
プ
」
を
設
立
、
国
内
の
各
界
の
応
援
に
よ
り
、

環
境
問
題
を
解
説
す
る
冊
子
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
四
三
〇
万
部
用
意
し
て
国
内
の
す
べ
て
の
学
校
や
家
庭
に
配
布
し
、
社

会
を
覚
醒
さ
せ
た
。 

 

こ
こ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
内
容
は
四
項
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
は
地
殻
か
ら
採
掘
し
た
物
質
を
生
命
圏
域
で
増
大
さ
せ
な

い
。
一
例
と
し
て
近
代
以
後
の
社
会
は
地
殻
か
ら
採
掘
し
た
化
石
資
源
で
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
再
生
可
能
な
資
源

に
置
換
し
て
い
く
。
第
二
は
工
業
活
動
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
人
工
物
質
が
生
命
圏
域
の
内
部
で
増
加
し
な
い
よ
う
に
抑
制
す

る
。 

 

第
三
は
地
表
が
自
然
の
循
環
を
阻
害
す
る
人
工
の
物
質
に
よ
っ
て
被
覆
さ
れ
て
単
調
な
環
境
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

第
四
は
資
源
が
人
間
の
長
期
な
要
求
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
成
す
る
。
要
約
す
れ
ば
増
大
す
る
人

間
が
消
費
す
る
資
源
が
地
球
全
体
の
循
環
の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
な
経
済
活
動
を
地
球
規
模
で
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。 

 

こ
の
既
存
の
経
済
発
展
を
阻
害
す
る
よ
う
な
目
標
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
の
賛
意
や
多
数
の
学
者
の
支
援
も
あ
っ
て
推

進
さ
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
エ
ー
ル
大
学
が
世
界
の
一
八
〇
カ
国
を
対
象
に
評
価
す
る
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
数
が
六
位
に
上
昇
し
、
多
数
の
指
標
を
駆
使
し
て
計
算
す
る
総
合
国
力
の
順
位
で
も
当
時
の
一
六
位
か
ら
最
近
で
は
八
位

に
上
昇
し
て
い
る
。 

 

こ
の
一
見
す
る
と
実
現
困
難
な
目
標
の
達
成
を
可
能
に
す
る
有
力
な
予
測
が
登
場
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
球
規
模
の

様
々
な
問
題
の
最
大
の
要
因
は
人
口
の
増
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昨
年
七
月
に
国
連
が
地
球
の
人
口
は
二
〇
八
〇
年
代
に
頂

点
に
到
達
し
、
以
後
は
減
少
し
て
い
く
と
い
う
長
期
予
測
を
発
表
し
た
。
環
境
問
題
の
根
源
で
あ
る
人
口
増
加
が
反
転
す
る

の
で
あ
る
。 

 

す
で
に
現
在
で
も
日
本
を
は
じ
め
多
数
の
先
進
諸
国
の
人
口
は
減
少
の
方
向
に
転
換
し
て
お
り
、
前
述
の
国
連
の
予
測
に

よ
る
人
口
の
頂
点
は
前
倒
し
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
世
界
は
三
五
年
前
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
発
さ
れ
た
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト
の
手
法
を
応
用
し
て
、
人
口
の
増
加
を
前
提
と
し
た
様
々
な
政
策
を
人
口
が
減
少
に
転
換
す
る
時
点
を
基
点
と
す

る
政
策
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。 


